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中性子ドリップライン上に位置する14Be核の不変質量核分光を行った。中性子過剰なBe同位体は、
12Be近傍において魔法数N=8の消失が示唆されている。本研究では最も中性子過剰な14Beについて殻
構造の安定性・変形度を調べるため、炭素非弾性散乱を用い、非束縛領域に有効な不変質量法を適用し、
第一2+励起準位の特定を目的とした実験を行った。その結果、14Beの2+準位を励起エネルギー
1.56MeVに同定することに成功した。さらに、角度微分断面積から四重極変形の変形長として1.53fm
が得られ、14Beは12Beよりも小さい変形性を持つことが示された。魔法数N=8の消失を示す有効相互

作用を用いた殻模型計算では12Be,14Beの2+準位のエネルギーが比較的よく再現され、一方、観測され
た小さい変形性からは14Beにおける有効電荷の減少が示唆された。


